
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 四天王寺大学短期大学部 

設置者名 学校法人 四天王寺学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

 

保育科 
夜 ・

通信 
2 

0 20 22 7  

生活ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ学科 

ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 
夜 ・

通信 
0 38 40 7  

生活ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ学科 

ﾗｲﾌｹｱ専攻 
夜 ・

通信 
0 0 39 39 7  

（備考） 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/department/syllabus/tan2020.pdf 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

HP による公開 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 四天王寺大学短期大学部 

設置者名 学校法人 四天王寺学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
HP による公開 

http://www.shitennoji.ac.jp/officer_list_201910.pdf 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 
常勤・非常

勤の別 
前職又は現職 任期 

担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 
（宗）四天王寺責任役

員執事 

2018.6.22 ～

2021.6.21 

宗教法人役員の立場から

法人経営に関する助言を

行う 

非常勤 
（宗）四天王寺責任役

員執事 

2018.6.22 ～

2021.6.21 

宗教法人役員の立場から

法人経営に関する助言を

行う 

非常勤 
（株）日経サービス代

表取締役 会長 

2018.6.22 ～

2021.6.21 

経営知識に優れた高度な

立場からの法人経営に関

する助言を行う 

非常勤 
うめだ速見法律事務所 

弁護士 
2018.6.22 ～

2021.6.21 

①コンプライアンスや経

営方針、業務ルールの遵

守のための助言を行う 

②リスクマネジメントに

関する助言を行う 

非常勤 天鷲寺 住職 
2019.10.1 ～

2022.9.30 

経営および業務の有効

性・効率性の向上に関す

る助言を行う宗教法人役

員の立場から法人経営に

関する助言を行う 

非常勤 

（宗）四天王寺責任役

員執事 

 

2019.10.1 ～

2022.9.30 

宗教法人役員の立場から

法人経営に関する助言を

行う 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 四天王寺大学短期大学部 

設置者名 学校法人 四天王寺学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

授業計画(シラバス)作成にあたり、『シラバス作成ガイドライン』を全教員に配布

し、さらに教職員研修会において「シラバスの作成方法」の研修を行い、理解を深め

ている。 

各授業科目については、学則上の位置づけおよび「学位授与方針(ディプロマ・ポリ

シー)、教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー)等を再確認のうえ、記載

内容(授業概要、到達目標、授業計画、目標達成のための授業方法・履修上の注意事項、

授業時間外に必要な学習、成績評価の方法、など)について検討し、シラバス作成を行

うよう依頼している。 

シラバス作成後には、担当教員以外の第三者による組織的なシラバスチェックを行

うため、ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員によるシラバスの内容チェ

ックを行い、教育の質保証に取り組んでいる。 

作成及び公表時期については、11月から 12月にかけて授業計画(シラバス)を作成し、

1 月から 2 月にかけてＦＤ委員によるシラバスチェックを行い、修正後 3 月末に公表

を行っている。 

授業計画書の公表方法 

HP による公開 

https://ibunet.shitennoji.ac.jp/up/faces/up/co/Com02

401A.jsp 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

『単位認定の方針について』 

「四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部単位の修得および試験に関する規程」の

成績評価について（第 11条-13 条）において、試験方法・成績評価方法・基準（秀・

優・良・可・不合格）等を定め、履修要覧に掲載し学生に明示している。 

シラバスには、各科目の成績評価方法等を具体的に掲載し、あらかじめ設定した成績

評価の方法・基準により、厳格かつ適正に単位授与を行っている。また、学修意欲の

把握については、本学で独自に設定したものとして担当教員の入力による出席状況を

学修意欲の目安としている。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 



  

（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

「四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部ＧＰＡ制度に関する規程」において、学期

ＧＰＡ、年度ＧＰＡ及び累積ＧＰＡの算出方法を定め、ＨＰに掲載し学生に明示して

いる。 

各学期終了後に保護者宛に成績表を送付しているが、各学期の学期ＧＰＡ、各年度

の年度ＧＰＡ、累積ＧＰＡを記載し、お子様の学修状況をご確認して頂き、修学支援

を促している。学科（専攻）における修得単位数の分布状況も送付し、学科（専攻）

におけるお子様の単位修得状況の位置づけをご確認して頂いている。なお、学科（専

攻）における修得単位数の分布状況は、学外ホームページにて公開し、学生自身も学

修状況を把握できるようにしている。 

学期ＧＰＡの数値の分布状況は、教務委員会で各学科（専攻）の教員に周知し、学

生指導に役立てている。 

 

【ＧＰＡの算出方法について】 

評価 秀 優 良 可 不合格 

ＧＰ ４ ３ ２ １ ０ 

 

学期ＧＰＡ＝（当該学期の履修登録科目のＧＰ×当該科目の単位数）の合計 

      ／当該学期の履修登録総単位数 

年度ＧＰＡ＝（当該年度の履修登録科目のＧＰ×当該科目の単位数）の合計 

      ／当該年度の履修登録総単位数 

累積ＧＰＡ＝（在学全期間の履修登録科目のＧＰ×当該科目の単位数）の合計 

／在学全期間の履修登録総単位数 

 

・認定科目や評価が未確定または保留の授業科目については、ＧＰＡの算定対象外と

する。 

・再試験、追試験または再受験が発生した場合、当該科目については再試験、追試験

または再受験で得た成績評価をＧＰＡ算定対象とする。 

・再履修により単位を修得した授業科目については、再履修によって得た成績評価と

単位数をＧＰＡ算定に算入するものとする。なお、当該科目について過去に得た成績

評価および単位数はＧＰＡ算定から除外しない。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

・HP【情報公開（IBU 教育研究情報）】に公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/taiouhyou

/file_06_01/4-36_gpa.pdf 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

本学の教育使命、養成すべき人物像、そのために求められる教育の基本姿勢を受け

て、短大全体および各学科・専攻において「卒業認定・学位授与の方針(ディプロマ・

ポリシー)」を定めている。さらに、ディプロマ・ポリシーに基づき、『卒業時点にお

いて学生が身につけるべき能力』および到達目標を定め、基礎教育科目・共通教育科

目・専門教育科目の各科目に明示している。履修要覧・ホームページに掲載すること

で学生が 2年間を通して計画的に学ぶことができるよう取り組んでいる。 

また、各学科等で定められた卒業要件について、個々の学生が到達しているかを教授

会で審議し、卒業を認定している。 



  

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 

・HPに公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html#d_

tan 

・履修要覧に掲載 
 

  



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 四天王寺大学短期大学部 

設置者名 学校法人 四天王寺学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 
貸借対照表 http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/31taisyaku.pdf 
収支計算書

又は損益計

算書 
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/31shikin.pdf 

財産目録 http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/31zaisan.pdf 
事業報告書 http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/31jigyo.pdf 
監事による

監 査 報 告

（書） 
http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/disclosure/other/31ℚkanji.pdf 

 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/disclosure.html 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172 条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業の認定に関する方針、教育課程の編成及び実施に関す

る方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 保育科 

教育研究上の目的（公表方法：公式ホームページにより公開 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/idea/data_cg.pdf） 

（概要） 

保育科は、聖徳太子の仏教精神をもとにした仏教保育の理念と方法を体得し、人間性豊

かで慈愛に満ち、受容性と共感性に富む、保育実践力及び社会援助技術の基本を身につけ

た保育者養成を目的とする。 

卒業の認定に関する方針（公表方法：公式ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

保育科は、聖徳太子の仏教精神をもとにした仏教保育の理念と方法を体得し、人間性豊

かで慈愛に満ち、受容性と共感性に富む保育実践力の基本を身につけた保育者養成を目的

とします。グローバルな視点が必要な現代社会における保育者の役割を自覚し、仏教保育

の理念を理解したうえで、子どもや保育に関する基礎的・基本的な知識の理解と、適切な

思考・判断・技術に基づいた保育実践力を身につけることを目指します。 

このために、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の３点とします。 

１）慈愛に満ちた保育者として保育現場で活躍できる人格形成 

仏教保育の理念と方法を体得し、受容性と共感性に富む慈愛に満ちた保育の実践者と

して、子どもの成長と共に自らの人格形成を目指すことができる。 

２）保育者として幅広い教養と専門的・実践的な知識および表現・技術の獲得 

保育や子どもとそれらを取り巻く社会情勢に関心をもち、保育技術の向上や新たな知

識の獲得に意欲的に取り組み、保育や幼児教育、福祉、また子どもや子育てに関する知

識を理解し、子どものあそび・表現活動にかかわる基礎的な技術力を身につけるととも

に保育現場における適切な表現・援助の方法を体得している。 

３）自己表現力・コミュニケーション能力および課題解決能力の修得 

保育現場で起こる課題に対して、適切な判断を下すことができ、コミュニケーション

能力を発揮して臨機応変に保育を展開することができる。さらに、自らの保育実践を省

みて新たな課題を設定することができる。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：公式ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

（１）教育課程の編成、教育内容 

保育科は、幼稚園教諭２種免許状および保育士資格の取得を基本的な考えとしま

す。「保育実践演習Ⅰ～Ⅳ」を中心に、保育の本質を捉え、仏教保育の理念に基づい

た子ども観や保育観を基礎とした専門的な実践力を身につけることができるように、

系統的に分類した６つの科目群について、基礎・基本から応用・発展へ、また、確実

な知識・技術の修得から課題解決力を培う探求型の学修態度の育成へと、確実に保育

実践力を自ら身につけていくことができるように、各専門科目を年次配置します。 

１）保育の本質や意義、保育制度や歴史、保育者の役割に関する科目群には、「保育

者論」「保育原理」「教育原論」「社会福祉」などの科目を配置。 

２）心理学に基づいた子どもの発達や家庭支援の基礎理論に関する科目群には、「保

育の心理学Ⅰ」「子どもの保健」「子ども家庭支援論」「在宅保育」などの科目を

配置。 

３）保育内容（領域別の理論と実践）・方法に関する科目群には、「幼児教育課程総

論」「保育内容総論」「子育て支援」などの科目を配置。 

４）保育に必要な表現技術・基礎技能を身につけるための科目群には、「音楽Ⅰ～Ⅳ」



  

「図画工作Ⅰ～Ⅱ」「小児体育Ⅰ～Ⅱ」などの科目を配置。 

５）学外実習での課題解決に関する科目群には、事前・事後指導を含む学外実習など

の科目を配置。 

６）仏教精神を核に、慈愛に満ち、現代の保育課題に対応できる保育者を育てるため

の本学独自の科目群には、「仏教保育論」「保育実践演習Ⅰ～Ⅳ」「保育探究演習」

などの科目を配置。 

（２）教育方法 

１）具体的な保育事例やＩＣＴの活用を通して、保育への興味や関心を高め、専門的

な知識の理解力や課題把握・解決力が身につくような授業を実施します。 

・基礎知識や理論に関する科目については、聞く力・書く力を大切にし、授業規律

の徹底を図ります。 

・理論や技術の応用や発展を目指す科目については、グループワーク等を通して協

調性を育みなら、話す力や問題解決能力が身につくような授業を実施します。 

２）個人差の大きいピアノ演奏能力については、大学入学前から「ピアノ初心者向け

基礎講座」を開催します。入学後も個人指導を行います。 

３）異学年交流や地域の保育現場と連携したアクティブ・ラーニングによる教育を実

施します。保育実践力を身に付ける意欲を高め、慈愛に満ちた保育者としての態度

を培うことができるよう、保育科全教員がティームティーチング制で指導にあた

り、学生の学びを推進します。 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評

価します。 

２）上記に示した教育課程における学修成果の評価については、各科目の特性に合わ

せて、筆記試験や実技試験、課題の提出やレポート作成による多様な評価方法によ

り、基礎的な聞く力や書く力等の学修態度も含めて評価します。 

３）慈愛に満ちた保育者としての資質・態度を身につけるために、授業への出席回数

はもとより、グループワークや発表などへの参加度、グループで作成するワークシ

ートも評価のひとつとして取り入れます。 

４）ピアノ技術力については、個人差が大きいため、ルーブリックによる評価を行い

ます。 

５）保育科の核となる「保育実践演習Ⅰ～Ⅳ」では、毎回の授業で作成するワークシ

ートと各セメスターの最後にまとめるレポートによって構成される学修ポートフ

ォリオによる評価をセメスターごとに行います。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：公式ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

保育科は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、「教育課程編成・

実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるための条件として、具体

的には次のような資質・能力、目的意識をもった人物を求めます。 

１）保育や子どもに対する学びへの興味・関心が高く、慈愛に満ち、将来、保育者（幼稚

園教諭・保育士・保育教諭）となる意志が明確なこと。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、表現力、主体性・多様性・協働性〕 

２）将来、保育現場で、子どもの援助だけではなく、子育て支援等における保護者への支

援の基礎となるコミュニケーション能力や自己表現力を、仲間と協調して高めようとす

る姿勢のあること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、表現力、主体性・多様性・協働性〕 

３）保育現場で要求される保育技術、特にピアノ演奏についての能力の獲得意欲のあること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、知識･技能、表現力、主体性・多様性・協働性〕 

４）高校生活全般を通して自分の知的好奇心を育てながら、高等学校で学ぶ基礎学力（特

に国語）および音楽に対する基本的な知識を身につけていること。 

〔求める要素：関心・意欲・態度、知識・技能、主体性・多様性・協働性〕 



  

学部等名 生活ナビゲーション学科 

教育研究上の目的（公表方法：公式ホームページにより公開 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/idea/data_cg.pdf） 

（概要） 

生活ナビゲーション学科は、建学の精神である聖徳太子の仏教精神とそれに基づく学園

訓の見地より、誠実・礼儀・健康を心に留め、自己と他者が調和し共に社会貢献する人格

形成に努め、幅広い教養を身につけることを教育研究上の目的とする。それを具現化する

ため、自らのキャリアデザインを描き、社会経済状況の動向に関心を持ち、必要な専門的

知識や技術を修得することを目的とする。 

 

卒業の認定に関する方針（公表方法：公式ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

生活ナビゲーション学科では、建学の精神に基づき豊かな教養とビジネスパーソンとし

ての実務力、質の高い介護サービスを提供できる力の体得を目指し、（各専攻の専門性を

土台として）社会に貢献できる人材の育成を目的とします。 

このため、卒業時点で学生が身につける資質・能力は、以下の 3 点とします。 

１）建学の精神に根ざした人格形成 

建学の精神である聖徳太子の仏教精神を理解し、和のこころをもちビジネス現場や介

護現場において貢献することができる。 

２）社会で求められる基礎力の修得 

基礎学力をはじめとして、ビジネスパーソンや介護福祉士として求められる専門知

識・技能を修得し、活用することができる。 

３）問題解決能力の修得 

社会状況に関心を持ち、自らのキャリアプランを描く為に、物事に積極的にチャレン

ジします。また、介護を必要とする対象を多面的に捉え、チームの一員として行動する

ことができる。 

 

 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：公式ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 

（概要） 

（１）教育課程の編成、教育内容 

生活ナビゲーション学科の教育課程は、短期大学部共通である「基礎教育科目」「共

通教育科目」と専攻ごとの「専門教育科目」によって構成されています。専攻に共通す

る教育方針は、社会人基礎力の修得を土台とし、専攻の専門性を積み上げ、各種資格の

取得を目標としています。 

（２）教育方法 

１）各科目における講義・演習・実習という学習形態によって、主体的・能動的な学び

の実践を行います。 

２）学びの集大成としての、資格取得を目標とします。 

（３）学修成果の評価方法 

１）教育課程における学修の成果は、別に定めるアセスメント・ポリシーをもとに評価

します。 

２）科目の特色に応じ定期試験、小テスト、課題提出などにより評価します。 

３）実習・演習・学外実習では、実戦での学修態度を重視し評価します。 

４）各種資格の取得により評価します。 

 

 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：公式ホームページにより公表 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/policy.html） 



  

（概要） 

生活ナビゲーション学科は、「卒業認定・学位授与の方針」（ディプロマ・ポリシー）、

「教育課程編成・実施の方針」（カリキュラム・ポリシー）に定める教育を受けるための

条件として具体的には次のような資質・能力・目的意識をもった人物を求めます。 

１）自らの将来像を描き、資格取得を目指そうとする人物。 

２）高等学校までの基礎学力を身につけている人物。 

３）コミュニケーション能力を高める努力、社会への関心を持っている人物。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 

公表方法：ホームページにより公表（http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/about/） 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 0 人 － 0 人 

保育科 － 5 人 4 人 2 人 0 人 0 人 11 人 

生活ナビゲーション学

科 
－ 

4 人 3 人 4 人 0 人 0 人 11 人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

2 人 75 人 77 人 

各教員の有する学位及び業績 
（教員データベース等） 

公表方法：ホームページ 

 http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/kaken.html 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 

令和元年度については、以下のような取り組みを主に行った。 

（２）学内授業相互参観 

令和元年 11 月 5 日（火）～12 月 6 日（金）の期間に各学科等の選抜科

目の学部・学科別相互授業参観を実施した。授業参観科目は専任教員・事

務職員、非常勤講師を問わず公開した。授業参観後は、授業直後または別

日程に開催される合評会で意見交換を行い、今後の授業改善に役立てた。 

（３）シラバス（授業計画書）作成に関する改善 

   全教員に配布する冊子「シラバス作成ガイドラインおよび授業運営に関

わる手続き等について」は、毎年改新してシラバスに具体的な授業外学習

の学習内容、授業等で課した課題に対するフィードバックの有無と内容を

明記するように求めてきた。平成 29 年度以降は加えて、学士課程教育の

質保障のために、到達目標を測定可能な行動レベルで記述するように求め

ている。 

平成 28 年度以降は、アクティブ・ラーニング（学生が能動的に学ぶこ

とができるように授業を行う学習方法）を導入しているかどうか、ICT（情

報通信技術）を活用しているかどうか、授業を英語で実施しているかどう

かの 3点を記入する欄を継続して設け、教員へ授業改革意識の変容を促し

ている。 

（４）ファカルティ・ディベロップメント委員によるシラバスチェック 

11 月の第 7回 ﾌｧｶﾙﾃｨ･ﾃﾞｨﾍﾞﾛｯﾌﾟﾒﾝﾄ（FD）委員会で、各学科等のカリキ

ュラム・ポリシーに基づくシラバスのチェックを各学科・専攻のファカル

ティ・ディベロップメント委員に依頼した。シラバスチェックリストによ

る 17 のチェック項目は「授業概要」「授業計画」「目標達成のための授業

方法」「成績評価の方法」等である。 

カリキュラム・ポリシーと照らしあわせて適切か、隣接する科目との内

容重複などをチェックした。但し、全体の全項目における事務的なチェッ

ク及び資格関連等のチェック等については、従来どおり教務課で行った。 

（５）学生による授業評価アンケートの活用と検証作業 

   令和元年度からは、名称を「学生アンケート」から「授業評価アンケー



  

ト」に改め、学生が所持するスマートフォンを活用し、IBU.net を通じて、

全授業科目について授業評価アンケートを実施した。夏学期は、第 14 回

または 15 回の講義時にあたる令和元年 7月 10 日（水）～7月 24 日（水）、

を、冬学期は、第 14 回または 15 回の講義時にあたる令和２年 1 月 4 日

（土）～1月 20 日（月）を授業評価アンケート期間として設定し、受講し

ている学生に IBU.net を通じて回答を求めた。その後、授業評価アンケー

トの集計が完了した令和２年 2月 1日（土）～2月 20 日（木）を、改善コ

メントの入力期間として設定し、各科目を担当する教員に IBU.net を通じ

て回答を求め、結果は図書館で閲覧できるようにした。インターネットを

介した全授業科目を対象とするアンケートの結果は、全学的な傾向の把握

は容易になる一方、各科目における授業改善については、具体的で効果的

な手続きや方法のあり方を今後学科ごとに検討する必要がある。これらの

授業評価アンケートに関わる成果と課題については、ＦＤ委員会において

共有しており、次年度以降、継続的に検討したい。 

（６）FSD 合同研修会    

 令和元年 9月 3日（火）全学教職員が参加する FSD 合同研修会を実施

した。前半は「本学の方針と課題」、後半は「事務局からお知らせ」で構成

されている。午前は、宮﨑常務理事、岩尾学長、井川副学長より、私立大

学の置かれている現状、情勢を踏まえた本学の方針と課題、ICT 活用をめ

ぐる教育改革等について講話が行われた。 

午後は、事務局の各部局より、私立大学等改革総合支援事業、アセスメ

ント・ポリシーをふまえた成績評価、高等教育の無償化、情報基盤の整備

状況、キャリアセンターの昨年度実績などについて、報告があった。 

令和２年 3 月 27 日（金）には、全学の教職員が参加する FSD 全体研修

会を開催する予定であったが、新型コロナウィルス感染拡大の危険性を考

慮し、資料のみを全教員で共有することにした。前半は「学部より方針と

課題」、後半は「事務局からお知らせ」で構成されている。前半は、短期大

学部から学生獲得等に向けた課題についての報告がった。後半は、事務局

からの報告で、2020 年度入試の結果と今後の取り組み、令和 2年度の授業

の運営、令和元年度授業評価アンケート結果報告、和の精神Ⅰ・Ⅱの運営、

学生支援方針、性の多様性への対応、インターンシップに関する報告と今

後の就職活動の見通し、消防計画、電話の取次ぎの手続き等について情報

共有した。 

（７）FSD 報告書 

平成 30 年度「FSD 報告書」は 6 月下旬に完成し、ホームページに公開し

た。また、大阪私立短大協会加盟 20 短大へ送付した。 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 



  

保育科 120 人 107 人 89.2％ 240 人 220 人 91.7％ 0 人 0 人 

生活ナビゲー

ション学科 120 人 122 人 101.7％ 240 人 246 人 102.5％ 0 人 0 人 

合計 240 人 229 人 95.4％ 480 人 446 人 92.9％ 0 人 0 人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

保育科 
114 人 

（100％） 

7 人 

（  6.1％） 

105 人 

（  92.1％） 

2 人 

（  1.8％） 

生活ナビゲー

ション学科 

104 人 

（100％） 

1 人 

（  0.9％） 

88 人 

（  84.6％） 

14 人 

（  13.4％） 

合計 
218 人 

（100％） 

8 人 

（  3.6％） 

193 人 

（  88.5％） 

16 人 

（  7.3％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

進学先／四天王寺大学 

就職先／立川ブラインド(株)、(株)コーセー、四天王寺福祉事業団 

（備考） 

 

  



  

 

c.修業年限期間内に卒業する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

授業計画(シラバス)作成にあたり、『シラバス作成ガイドライン』を全教員に配布し、さら

に教職員研修会において「シラバスの作成方法」の研修を行い、理解を深めている。 

各授業科目については、学則上の位置づけおよび「学位授与方針(ディプロマ・ポリシー)、

教育課程編成・実施の方針(カリキュラム・ポリシー)等を再確認のうえ、記載内容(授業概要、

到達目標、授業計画、目標達成のための授業方法・履修上の注意事項、授業時間外に必要な学

習、成績評価の方法、など)について検討し、シラバス作成を行うよう依頼している。 

シラバス作成後には、担当教員以外の第三者による組織的なシラバスチェックを行うため、

ファカルティ・ディベロップメント（ＦＤ）委員によるシラバスの内容チェックを行い、教育

の質保証に取り組んでいる。 

作成及び公表時期については、11 月から 12 月にかけて授業計画(シラバス)を作成し、1月か

ら 2月にかけて FD 委員によるシラバスチェックを行い、修正後 3月末に公表を行っている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

「四天王寺大学・四天王寺大学短期大学部単位の修得および試験に関する規程」の成績

評価について（第 11 条-13 条）において、試験方法・成績評価方法・基準（秀・優・良・

可・不合格）等を定め、履修要覧に掲載し学生に明示している。 

シラバスには、各科目の成績評価方法等を具体的に掲載し、あらかじめ設定した成績評価

の方法・基準により、厳格かつ適正に単位授与を行っている。また、学修意欲の把握につ

いては、本学で独自に設定したものとして担当教員の入力による出席状況を学修意欲の目

安としている。 

本学の教育使命、養成すべき人物像、そのために求められる教育の基本姿勢を受けて、

短大全体および各学科・専攻において「卒業認定・学位授与の方針(ディプロマ・ポリシ

ー)」を定めている。さらに、ディプロマ・ポリシーに基づき、『卒業時点において学生が

身につけるべき能力』および到達目標を定め、基礎教育科目・共通教育科目・専門教育科

目の各科目に明示している。履修要覧・ホームページに掲載することで学生が 2年間を通

して計画的に学ぶことができるよう取り組んでいる。 

また、各学科等で定められた卒業要件について、個々の学生が到達しているかを教授会で

審議し、卒業を認定している。 



  

学部名 学科名 
卒業に必要となる 

単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

短期大学部 

保育科 62 単位 ○有 ・無 なし 

生活ナビゲーション学

科ライフデザイン専攻 
62 単位 ○有 ・無 半期 30 単位 

生活ナビゲーション学

科ライフケア専攻 
82 単位 ○有 ・無 なし 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 

公表方法：公表方法：HP に公表（リンク先 44～45 ページ参

照） 

http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/docs/guide/taiouhyou

/etc/4-t01.pdf 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 

公表方法：ホームページにより公表  

（ http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/visualization.html

）  

・学生の学修時間 

・学生の満足度 

・学生の学修意欲 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 

公表方法：http://www.shitennoji.ac.jp/ibu/guide/map.html 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

 
保育科 837,000 円 300,000 円 320,000 円 施設拡充費、運営維持費 

生活ﾅﾋﾞｹﾞｰｼｮﾝ学科 837,000 円 300,000 円 320,000 円 施設拡充費、運営維持費 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要）学生支援センター所管のピアサポート「PIATA」において、所定の講習を終了した学

生による後輩の各種手続きや相談受付、教員による国語と英語のリメディアル教育を行うな

どしている。グローバル教育センターである i-Talk にて、海外研修・留学の支援を行ってい

る。また、障害のある学生より申請があれば、他の者と平等に教育を受けるための合理的配

慮の提供を行っている。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要）キャリアセンターでは、民間企業、公務員、福祉施設、保育園・幼稚園希望者の進

路支援を行っている。キャリア形成支援として「キャリア関連科目」を１年次から順次開講

するとともに、学生の職業観醸成に有効かつ、就職に於けるミスマッチを防げる要因とされ

るインターンシップの参加を積極的に推進している。また、保育職や福祉職就職希望者、授

業にて専門的知識や技術を修得できるようにカリキュラムを設置。学生の希望に沿った職業

選択の実現を目指している。 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要）保健センター、学生相談室を設置しており、学生の健康を管理している。定期健康

診断は、学生の健康状態の把握、様々な疾患の予防と早期発見に役立てている。また、体の

不調や気になる症状について校医・保健師・看護師が随時相談に乗っている。学生が怪我を

した時の対応や、体調不良時の休養も受け入れている。学生相談室では、対人関係をはじ

め、心理的な悩みや性格に関する様々な事柄について専門のカウンセラーが相談に応じてい

る。他にも、卒煙としてニコチンパッチやカウンセリングで禁煙希望者のサポートを行って

いる。 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 

公表方法：HPに公表（https://shitennojiuniversity.repo.nii.ac.jp/） 

 

 


